
　　知っ得！せとうち便　　
　
上
水
道
の
給
水
管
に
、
井
戸
水

な
ど
の
管
や
そ
の
他
設
備
に
使
用

す
る
管
を
直
接
連
結
す
る
こ
と
を

「
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い

い
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
、
上

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
井
戸

水
な
ど
が
給
水
・
配
水
管
へ
逆
流

す
る
こ
と
が
あ
り
、
水
質
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
水
質
汚
染

に
よ
り
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ク
ロ
ス
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
は
水
道
法
で
固
く
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
給
水
管
が
こ
の
よ
う
な

状
態
（
左
図
参
照
）
に
な
っ
て
い

る
家
庭
や
事
業
所
は
、
瀬
戸
内
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依

頼
の
上
、
早
急
に
切
り
離
し
て
く

だ
さ
い
。

　

上
水
道
施
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

①
昭
和
16
年
10
月
２
日
〜
昭
和
17

　
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

※
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
後

　
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

　
誕
生
月
の
前
月
末
ま
で
に
送
付

　
し
ま
す
。

②
昭
和
17
年
10
月
１
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
人

▽
有
効
期
限

　
平
成
29
年
９
月
30
日

【
退
職
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

①
昭
和
26
年
10
月
２
日
〜
昭
和
27

　
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　
65
歳
の
誕
生
月
の
末
日

※
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
誕
生
月

　
の
前
月
の
末
日

※
被
扶
養
者
は
、
扶
養
者
が
先
に

　
こ
の
有
効
期
限
を
迎
え
た
場
合

　
は
、
扶
養
者
と
同
じ
有
効
期
限

　
に
な
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
ま
で
に
一
般
被
保
険

　
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
昭
和
27
年
９
月
２
日
以
降
に
生

　
有
効
期
間
が
10
月
１
日
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
（
以
下
「
被
保
険
者
証
」）（
桃

色
）
を
９
月
下
旬
に
世
帯
主
宛
に

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
の
枚
数
や
記
載
内

容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
藤
色
）は
有
効
期
限（
９
月
30
日
）

を
過
ぎ
た
ら
、
悪
用
の
恐
れ
が
な

い
よ
う
に
、
は
さ
み
を
入
れ
る
な

ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

  

国
民
健
康
保
険
被
保
険

  

者
証
を
送
付
し
ま
す
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談 　
ま
れ
た
人

▽
有
効
期
限

　
平
成
29
年
９
月
30
日

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
証
を

使
っ
て
い
る
の
に
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
届
い
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す

る
届
け
出
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
認
印
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
職
場
の
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、
脱
退
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
左
表
の

と
お
り
子
育
て
の
場
と
し
て
幼
稚

園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
開
放
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ ９月 10月 11 月 12 月

牛窓東 0869-34-2104 13 日（火）11 日（火） １日（火）19 日（月）

今城 086-943-8715 13 日（火）11 日（火） ８日（火）13 日（火）

邑久 0869-22-0027 11 日（火） ８日（火）13 日（火）

美和 0869-26-3445 13 日（火）11 日（火） ８日（火）13 日（火）

国府 0869-26-3446 13 日（火）11 日（火） ８日（火）13 日（火）

行幸 0869-26-3447 13 日（火）11 日（火） ８日（火）13 日（火）

　
勤
め
先
や
家
族
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
し

い
健
康
保
険
の
保
険
証
の
交
付
が

遅
れ
た
な
ど
の
理
由
で
、
市
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
受
診
し
た
と
き
は
、
市
が
病
院

な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
療

養
給
付
金
（
医
療
費
）
を
返
納
し

て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

返
納
が
必
要
な
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
か
ら
「
資
格
喪
失
後
の
受
診
に

係
る
療
養
給
付
金
の
返
納
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
入
通
知
書
も
同
封
し
ま
す
の

で
、
指
定
期
限
ま
で
に
市
役
所
ま

た
は
通
知
に
記
載
し
て
い
る
お
近

く
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
返
納
し
た
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
は
、
受
診
時
に
加
入

し
て
い
た
健
康
保
険
の
保
険
者
に

申
請
す
れ
ば
、
期
限
内
で
あ
れ
ば

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

  

資
格
喪
失
後
受
診
に
よ
る
療
養

  

給
付
金
（
医
療
費
）
の
返
納

  

給
水
管
へ
の
誤
接
続

  （
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
）

バルブ

ポンプ

配水管

バルブ

上水道給水管

井戸水など

蛇口

接
続
禁
止 水道メーター

接続禁止

上水道井戸水

混合水栓

▽給水管への誤接続（クロスコネクション）の例

一人一人、ルールを守り、
正しい利用をお願いします

  

幼
稚
園
の
園
庭
を

  

開
放
し
ま
す

問
届

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
に
対
し
て
制
度
的
な
対

応
を
行
う
ま
で
の
間
の
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
対

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5
月

分
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
も
同
時
に
対

象
に
な
り
ま
す
（
高
齢
者
向
け

の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）。

▽
支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度

　

分
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）

　

が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養

　

親
族
な
ど
や
生
活
保
護
の
受

　

給
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
、
３
千
円

▽
申
請
手
続

　

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点

で
、
住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に

は
、
申
請
書
な
ど
一
式
を
９
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。
窓
口
は

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
郵
送
提
出
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

９
月
５
日（
月
）

　

〜
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
付
期
間
は
、
市
区
町
村
に

　

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽
支
給
方
法　

申
請
受
付
か
ら

　

１
、２
カ
月
後
に
指
定
口
座

　

へ
振
り
込
み
ま
す
。

　
　

福
祉
課

〒
７
０
１-

４
２
６
４

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

平
成
28
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の

申
請
書
を
対
象
者
へ

９
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す

問

郵送提出に
ご協力を！

問
申

付加年金を知っていますか

ねんきんのおはなし♪

　将来受け取る老齢基礎年金を増やしたい人のた
めに、付加年金の制度があります。
　制度を利用できるのは、国民年金第 1号被保
険者または任意加入者です。申請月から国民年金
の定額保険料（平成 28 年度：16,260 円）に「付
加保険料（月額400円）」を上乗せして納付します。
加入・辞退はいつでもできます。
　付加保険料を納付すると、老齢基礎年金に付
加年金が上乗せされます。付加年金の年金額は、
200 円×付加保険料納付月数です。
　老齢基礎年金の受給開始から２年間で、納付し
た付加保険料相当分の年金を受け取ることができ
ます。
　老齢基礎年金を繰り上げ受給、または繰り下げ
受給した場合、付加年金も同様に繰り上げ・繰り
下げられ、老齢基礎年金の減額率・増額率に応じ
て減額・増額されます。
　制度の利用を希望する人は、年金手帳と印鑑を
持参の上、市民課、各支所・出張所の窓口で手続
きをしてください。
※農業者年金の加入者は、付加保険料を納めなけ
　ればなりません。
※国民年金基金の加入者は、付加保険料を納める
　ことができません。
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８
問

問



　　知っ得！せとうち便　　
　
市
で
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
が
行
う
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
に
お
い
て
、
骨
髄
な
ど
の
提

供
を
行
っ
た
ド
ナ
ー
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
髄
な
ど
を
提
供
す
る

た
め
の
通
院
・
入
院
の
際
に
、
ド

ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所
を
休
業

し
た
場
合
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

に
も
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完
了
し

た
日
か
ら
60
日
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
①
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
】

▽
対
象
者　
平
成
28
年
４
月
１
日

　
以
降
に
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
行

　
う
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て

　
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
完
了
し
た

　
瀬
戸
内
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

▽
助
成
金
額　
骨
髄
な
ど
を
提
供

　
す
る
た
め
の
通
院
日
数
×
５
千

　
円
、
入
院
日
数
×
２
万
円

※
た
だ
し
、１
回
の
提
供
に
つ
き
、

　
10
万
５
千
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▽
申
請
書
類　
申
請
書
兼
請
求
書

　
（
ド
ナ
ー
用
）、
日
本
骨
髄
バ
ン

　
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
な
ど
の
提

　
供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
明
す

　
る
書
類

【
②
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所

な
ど
へ
の
助
成
】

▽
対
象
者　
①
の
対
象
者
を
雇
用

　
す
る
国
内
の
事
業
所
（
国
、
地

　
方
公
共
団
体
お
よ
び
独
立
行
政

　
法
人
は
除
く
）

▽
助
成
金
額　
ド
ナ
ー
の
骨
髄
な

　
ど
を
提
供
す
る
た
め
の
通
院
・

　
入
院
に
よ
る
休
業
日
数
×
１
万
円

※
た
だ
し
、１
回
の
提
供
に
つ
き
、

　
９
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▽
申
請
書
類　
申
請
書
兼
請
求
書

　
（
事
業
所
用
）、
ド
ナ
ー
を
雇
用

　
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　

大
規
模
地
震
時
の
火
災
原
因

は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
近

年
は
灯
油
・
ガ
ス
器
具
か
ら
電
気

に
起
因
す
る
も
の
と
な
り
、
火
災

原
因
の
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
地
震
時
に
お
け
る
電
気
火
災
を

防
ぐ
に
は
、
避
難
の
際
に
電
気
器

具
の
ス
イ
ッ
チ
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を

遮
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

大
規
模
地
震
時
に
と
っ
さ
に
行
動

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
地
震

時
に
一
定
の
揺
れ
（
震
度
５
強
）

を
感
知
し
た
場
合
、
自
動
的
に
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
を
止

め
る
機
器
で
、
３
種
類
の
タ
イ
プ

（
左
表
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
時
に
は
、
同
時
多

発
火
災
の
発
生
や
住
宅
密
集
地
で

の
延
焼
火
災
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
地
域
全
体
で
設
置

す
れ
ば
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
、
電
気
火
災
か
ら
「
家
」・「
地

域
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
４
９
３

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所　
９
月
６
日
（
火
）

　

・
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　

・
牛
窓
支
所

　
午
後
３
〜
４
時

▽
対
象
者

　

・
男
性
17
〜
69
歳

　

・
女
性
18
〜
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い

　
て
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
人
の
み
が
対
象

▽
持
参
す
る
も
の　
運
転
免
許
証
、

　

献
血
カ
ー
ド
な
ど

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-
２
６-

５
９
６
２

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企

業
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

手
続
き
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
制
度
の
利
点
】

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
。

○
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数

　
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
外
部
積
立
で
管
理
が
簡
単
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業

　
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

○
他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度

　

な
ど
と
の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

　
（
年
金
資
産
な
ど
を
他
の
制
度

　
に
移
行
す
る
こ
と
）
も
可
能
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３-

６
９
０
７-

１
２
３
４

　
高
年
齢
者
が
意
欲
と
能
力
が
あ

る
限
り
年
齢
に
関
わ
り
な
く
い
き

い
き
と
働
け
る
社
会
を
構
築
し
て

い
く
た
め
に
、
高
年
齢
者
の
活
用

促
進
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
の

措
置
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
実
施
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

２（
中
小
企
業
以
外
は
２
分
の
１
）、

上
限
１
千
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
年
以
上
雇
用
し
て

い
る
60
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保

険
者
１
人
に
つ
き
20
万
円
（
特
定

業
種
は
30
万
円
）
を
上
限
と
し
ま

す
。
こ
の
助
成
金
の
受
給
に
当

た
っ
て
は
、
一
定
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
岡
山
支
部

☎
０
８
６-

２
４
１-

０
１
６
６

問
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骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の

  

助
成
金
制
度

種
類

分電盤タイプ コンセントタイプ 簡易タイプ

遮
断
方
法

センサーが揺れを
感知し、ブレー
カーを落として電
気を遮断

センサーが揺れを
感知し、コンセン
トから電気を遮断

重りの落下やバネの
作動によりブレー
カーを落として、電
気を遮断

費
用

約５～８万円 約５千～２万円 約３～４千円

電
気
工
事

電気工事が必要 電気工事が必要な
タイプと、コンセ
ントに差し込むだ
けのタイプがある

電気工事が不要

特
徴

○作動の信頼性が
　高い
○地震検知後、３
　分の遮断猶予が
　設定される

○作動の信頼性が
　高い
○コンセントごと
　に通電の遮断が
　可能
○揺れと同時に電
　気が遮断

○安価だが、作動の
　信頼性が劣る
○揺れと同時に家屋
　内すべての電気が
　遮断されるので、
　懐中電灯などの準
　備が必要

  
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

  
設
置
し
ま
し
ょ
う

感震ブレーカーの種類

　

市
の
ご
み
焼
却
施
設
で
あ
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

（
牛
窓
町
牛
窓
）
で
、
集
じ
ん

装
置
（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
）
を
交

換
す
る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
焼
却
運
転
の
停
止
】

　

２
基
あ
る
焼
却
炉
の
う
ち
、

工
事
を
す
る
側
の
焼
却
炉
（
１

基
）
を
停
止
し
ま
す
。

　

停
止
期
間
（
予
定
）
は
、
９

月
１
日
（
木
）
か
ら
11
月
18
日

（
金
）
ま
で
で
す
。
期
間
中
に

搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
（
家
庭

ご
み
）
の
一
部
は
、
岡
山
市
に

処
理
を
委
託
し
ま
す
。

【
ご
み
の
収
集
と
持
ち
込
み
】

　

期
間
中
も
片
側
の
焼
却
炉
は

稼
働
し
ま
す
の
で
、
家
庭
ご
み

の
収
集
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
も
め
へ
の
ご
み
の
受
け
入
れ

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
を
】

　

こ
れ
ま
で
も
皆
さ
ん
の
ご
み

の
分
別
に
よ
り
、
ご
み
は
着
実

に
減
量
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
可
燃
ご
み
の

中
に
は
、
古
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の「
資

源
化
物
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
と
行
動
で
さ
ら
に
分
別
が
進

め
ば
、
ご
み
は
減
量
で
き
ま

す
。
ご
み
の
減
量
は
、
処
理
経

費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
所
に
お
い
て
は
、

期
間
中
、
処
理
を
急
が
な
い
ご

み
の
持
ち
込
み
は
で
き
る
だ
け

控
え
、
取
り
扱
い
に
問
題
の
な

い
紙
類
の
処
理
は
、
古
紙
回
収

業
者
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

問

問

問  

中
小
企
業
退
職
金
共
済

  

制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

問
申

  

高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金

  

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

冬
と う が ん

瓜とげたのミンチボールの
カレー風味

◆作り方
①冬瓜は皮と綿を取り除き、大きめに切って面取
　りをする。Ａを混ぜて、ミンチボールを作る。
②鍋にＢを入れ、沸騰したら、①とＣを入れて
　煮込む。
③②の材料に火が通ったら、水溶き片栗粉でとろ
　みを付ける。
※お好みでニンジン、しいたけ、きぬさやなどを
　煮て添えてもよい。

◆材料（6人分）
●冬瓜（中 1/4 個）
●げたミンチ（300g）
●卵（1/2 個）
●おろしショウガ（1片）
●片栗粉（大さじ 1）
●水（4カップ）
●コンソメ（2個）

●砂糖（大さじ 1）
●酒（大さじ 2）
●塩（2g）
●しょうゆ（大さじ 1）
●カレー粉（小さじ 1）
●水溶き片栗粉（大さじ2）

Ａ

問

Ｃ

Ｂ

かぼちゃの会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
で

　
　
　
　
　
　
　
工
事
を
実
施
中

　
　
〜
さ
ら
な
る
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　
減
量
に
ご
協
力
を
〜



　　知っ得！せとうち便　　
　
食
事
に
よ
り
摂
取
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
身
体
活
動
な
ど
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
ま
す
。
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
も
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

方
が
多
い
と
、
余
っ
た
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
脂
肪
と
し
て
体
内
に
蓄

え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、

血
圧
や
血
糖
を
上
げ
、
動
脈
硬
化

を
進
行
さ
せ
る
原
因
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
内
臓
の
脂
肪
は
た
ま
り
や
す
い

で
す
が
、
運
動
す
る
こ
と
で
内
臓

の
余
分
な
脂
肪
を
減
ら
し
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

【
気
軽
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
】

　
「
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
運

動
が
苦
手
だ
」
と
い
う
人
に
、
健

康
運
動
指
導
士
、
理
学
療
法
士
、

保
健
師
、
栄
養
士
が
あ
な
た
に

合
っ
た
運
動
と
食
事
方
法
を
提
案

し
、
楽
し
く
た
め
に
な
る
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
、
詳
細
な
条
件

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　
９
月
30
日
（
金
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
補

　
助
金
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い

　
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

　
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
な
ど

の
行
政
情
報
や
観
光
・
歴
史
な
ど

の
地
域
情
報
を
掲
載
し
た
「
せ
と

う
ち
市
民
便
利
帳
」
を
市
内
全
世

帯
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
９
月
以
降
、
ご
自
宅
に
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
秘
書
広
報
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

秘
書
広
報
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
５

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
市
民
活

動
応
援
補
助
金
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
ま
た
は
自
治
会
の
連
合

体
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
に
実
施
す
る
地
域
の
美
化
活

動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

防
災
活
動
な
ど
自
主
的
に
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
経
費
が
対
象

で
す
。

▽
申
請
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
自
治
会

集
会
所
整
備
等
事
業
補
助
金
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
、
自
治
会
が
管
理
す

る
集
会
所
の
新
築
、
増
改
修
や
、

備
品
な
ど
を
整
備
す
る
経
費
が
対

象
で
す
。

　
整
備
に
着
手
し
た
後
や
備
品
な

ど
を
購
入
し
た
後
で
の
申
請
は
認

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
家
庭
同
士
が
情
報
交
換
し
、

親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

　
家
庭
の
親
子

▽
日
時　
10
月
29
日
（
土
）

※
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
へ
午
前
９
時

　
に
集
合
し
、
午
後
４
時
に
解
散

　
予
定
で
す
。

▽
行
き
先

　
姫
路
市
手
柄
山
中
央
公
園

▽
内
容　
ふ
れ
あ
い
交
流
（
遊
園

　

地
・
水
族
館
）、
園
内
散
策
・

　
自
由
行
動

▽
参
加
費　
無
料

　
（
入
園
券
と
乗
り
物
券
付
き
）

※
昼
食
は
、
自
己
負
担
で
す
。

▽
募
集
人
数　

親
子
15
組

▽
申
込
方
法　

９
月
30
日
（
金
）

　
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
に
置

　
い
て
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

  

自
治
会
集
会
所
整
備
等

  

事
業
補
助
金

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  
市
民
活
動
応
援
補
助
金

  
申
請
は
９
月
30
日
ま
で
に
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▽
日
時　
10
月
６
日
（
木
）
〜

　
平
成
29
年
３
月
16
日
（
木
）

　
（
全
13
回
シ
リ
ー
ズ
、左
表
参
照
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円

　
（
調
理
実
習
代
、
資
料
代
）

▽
対
象
者

　

市
内
在
住
で
30
〜
69
歳
の
人

▽
定
員　
25
人
（
初
め
て
参
加
す

　
る
人
優
先
、
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
）

▽
応
募
期
限　
９
月
16
日
（
金
）

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

募
　
　
集

  

楽
し
く
た
め
に
な
る

  

運
動
入
門
教
室

問
申

問
申

問
申

　瀬戸内市マスコットキャラクター「セットちゃん」
が、ゆるキャラグランプリ 2016 にエントリーして
います。

■ゆるキャラグランプリ公式ホームページ
HP　http://www.yurugp.jp/
　秘書広報課　☎０８６９-２４ - ７０９５

　    ゆるキャラグランプリ 2016
「セットちゃん」に投票を！

　投票は、ゆるキャラ
グランプリ公式ホーム
ページから、１人１日
１回可能です。
　投票終了は、10 月
24 日（月）午後６時
です。ぜひ、応援して
ください！

皆さん、応援お願いします！

　    ゆるキャラグランプリ 2016　    ゆるキャラグランプリ 2016

問

ふれあい釣り大会
体験地引網

　邑久ライオンズクラブでは、ふれあい釣り大会と
体験地引網を開催します。賞品もあります。
　事前に申し込みの上、ご参加ください。

▽日時　９月 11 日（日）午前 10 時～午後３時
※午前９時 30 分集合・受付開始、雨天決行です。

▽場所　西脇海水浴場

▽対象　市内の小学生

▽参加費　無料（保護者分を
　含め、昼食を準備しています）

▽持参するもの　釣り具（竿・えさを含む）

▽定員　100 人（先着順・定員になり次第締切）

▽申込期限　９月７日（水）
　　邑久ライオンズクラブ
☎０８６９-２２ -１０６０　FAX０８６９ -２２ -３９４１
mail: oku-lc@lapis.plala.or.jp

問申

が、ゆるキャラグランプリ 2016 にエントリーして

回 日　時 内　容

１ 10 月６日（木）
9：30 ～ 11：30

・オリエンテーション
・講話「ためになる健康のお話」
   講師：市保健師
・健康体力チェック

２ 10 月 13 日（木）
9：30 ～ 11：30 ・演習「楽しくためになる運動」

   講師：為房真由美氏
　　　　（健康運動指導士）３ 10 月 27 日（木）

9：30 ～ 11：30

４ 11 月 10 日（木）
9：30 ～ 11：30

５ 11 月 24 日（木）
9：30 ～ 11：30

６ 12 月８日（木）
9：30 ～ 11：30

７ 12 月 22 日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その①）」
   講師：市管理栄養士

８ 平成29年1月５日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

９ 平成29年1月26日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その②）」
   講師：市管理栄養士

10 平成29年２月２日（木）9：30 ～ 11：30
・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

11 平成29年２月23日（木）9：30 ～ 11：30

・演習「筋肉・関節をしなやかにする
　　　   ための体操」
   講師：瀬戸内市民病院　理学療法士

12 平成29年３月２日（木）9：30 ～ 11：30
・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

13 平成29年３月16日（木）9：30 ～ 11：30
・健康体力チェック
・復習とまとめ

運動入門教室　日程表

運動入門教室の様子

問
応

  

せ
と
う
ち
市
民
便
利
帳
は

  

届
き
ま
し
た
か

  

ひ
と
り
親
家
庭

  

ふ
れ
あ
い
交
流

問

　下水道への接続は、下水道が使えるように
なってから、くみ取り便所の場合は３年以内、
浄化槽の場合は遅滞なく接続することが、下水
道法で義務付けられて
います。
　市内を流れる河川の
水質改善など、市の良
好な環境を守っていく
ため、ご協力をお願い
します。
　下水道課
☎０８６９-２２ - ５１５１
問

　100％無添加の牛窓オリーブマノンオイルを使っ
た、ベビーマッサージとふれあい遊びを行います。

▽日時　９月 25 日（日）、28 日（水）、10 月５日（水）
　午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分
※１回のみの参加もできます。

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽対象　生後２カ月～１歳半の子どもと保護者

▽参加費　１回ごと１組 500 円

▽定員　１回 15 組
※先着順・定員になり次第締切

▽申込方法　電話、FAX または
　メールで申し込んでください。
　　瀬戸内市体育協会事務局
☎０８６９-２２ - ２２１１　FAX ０８６９ - ２２ - ３４３７
mail:  info@setouchi-taikyo.or.jp

わらべうたベビーマッサージ♪下水道へ
早期に接続しましょう

問申下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」



に
ぜ
ひ
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
27
日
（
火
）

　
午
前
９
時
40
分
〜

▽
集
合
場
所

　
Ｊ
Ａ
岡
山
長
船
支
所
駐
車
場

　
　

Ｊ
Ａ
岡
山
瀬
戸
内
営
農
セ
ン

タ
ー
（
長
船
駐
在
）

☎
０
１
２
０-

３
４
８-

２
１
１

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
目
的

に
、
第
12
回
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
24
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
内
容　
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
、

　
バ
ザ
ー
な
ど

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　
瀬
戸
内
市
の
花
に
制
定
さ
れ
て

い
る
「
菊
」
は
、
お
盆
や
お
彼
岸

に
向
け
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、

栽
培
は
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
岡
山
長
船
花か

き卉
部
会
で

は
、
平
成
19
年
か
ら
切
り
花
用
の

小
菊
栽
培
の
見
学
会
を
続
け
て
い

て
、
毎
回
に
ぎ
や
か
に
、
な
ご
や

か
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
は
親
株
養
成
で
あ
る
「
か

ぎ
芽
挿
し
」を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
も
生
育
に
合
わ
せ
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
ま
で
に
花
を
栽
培
し
た
こ
と

が
な
い
人
や
、
一
度
見
て
み
た
い

と
い
う
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興

味
が
あ
る
人
は
、
菊
作
り
見
学
会

　
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟

で
は
、
毎
年
９
月
の
第
２
土
曜
日

を
「
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ

イ
ド・デ
ー
」（
世
界
救
急
法
の
日
）

と
定
め
て
、
全
世
界
で
救
急
法
の

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
で

は
、
こ
の
普
及
イ
ベ
ン
ト
を
本
年

は
瀬
戸
内
市
で
開
催
し
ま
す
。
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
傷
の
手
当

て
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
赤
十

字
緊
急
車
両
の
展
示
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
内
容
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

☎
０
８
６-
２
２
１-

９
５
９
５

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
森
陶
岳
氏
（
岡
山
県
指
定
重
要

無
形
文
化
財
）
の
仕
事
の
全
貌
を

紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

　
東
京
・
京
都
の
両
国
立
近
代
美

術
館
を
は
じ
め
、
東
広
島
市
立
美

術
館
、
敦つ

る
い井

美
術
館
や
個
人
所
蔵

作
品
か
ら
、
森
陶
岳
氏
の
初
期
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
代
表
作
を

ほ
ぼ
網
羅
し
た
展
示
内
容
で
す
。

▽
開
催
期
間　
９
月
３
日
（
土
）

　
〜
10
月
23
日
（
日
）

○
前
期

　
９
月
３
日（
土
）〜
10
月
２
日（
日
）

○
後
期

　
10
月
４
日
（
火
）
〜
23
日
（
日
）

※
総
展
示
数
１
２
５
点
の
う
ち
、

　
前
期
・
後
期
で
約
30
点
を
入
れ

　
替
え
ま
す
。

森陶岳「彩文大扁壷（さいもんだいへんこ）」
1975 年　敦井美術館所蔵

申
問

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

小菊の栽培について説明します

＜相談事例＞
　市役所の職員を名乗る人物から「医療費の還付金があり、
１時間以内にATMでの手続きが必要だ」と言われ、スーパー
のATMの前から携帯電話で教えられた連絡先に電話し、指
示されるままにATMを操作したが、出てきた明細を見ると、
100万円を送金したことになっていた。

＜アドバイス＞
　全国で多く発生している「還付金等詐欺」の事例です。
○還付金がATMで支払われることはありません。また操作
　の様子が周囲から見過ごされがちなスーパーやコンビニな
　どのATMへ誘導するケースも増えています。
○「今日中」「１時間以内」などと手続きを急がせ、冷静に
　考えたり周囲に相談したりする余裕を与えません。

　突然の電話でも、よく落ち着いて考えましょう。冷静にな
れば、気付くこともできます。
　このような電話があったら相手の説明を疑い、すぐに警察
や相談窓口へご相談ください。
　消費生活相談窓口（生活環境課内）
☎０８６９-２２-１８９９

第３話　医療費などの還付金等詐欺に注意！

  消 費 生 活
安心ほっとライフ

問

問

楽しみながら救急法を学べます

問

  
小
菊
の
栽
培
を

  
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

  

ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

  
日
本
赤
十
字

  
救
急
法
普
及
イ
ベ
ン
ト

  

森
陶
岳
の
全
貌
展

  

－

あ
く
な
き
挑
戦
の
軌
跡

－

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
９
月
５

　
日
（
月
）、
12
日
（
月
）、
26
日

　
（
月
）、
10
月
３
日
（
月
）、
11

　
日
（
火
）、
17
日
（
月
）

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
８
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
７
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
、

　
前
期
・
後
期
共
通
券
１
、２
０
０
円

【
森
陶
岳
氏
に
よ
る
講
演
会
】

　
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
制
作
の

軌
跡
を
た
ど
る
内
容
で
す
。

　
特
に
１
９
６
９
〜
71
年
に
開
催

し
た
江
崎
一い

っ
せ
い生

、
加か

も

だ
守
田
章
二
と

の
三
人
展
に
出
品
し
た
作
品
群
に

焦
点
を
当
て
た
お
話
で
す
。
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
９
月
18
日
（
日
）、
10

　
月
２
日（
日
）午
前
11
時
〜（
約 

　
１
時
間
、午
前
10
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
３
０
０
人

【
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
の
魅
力
を
解
説

し
ま
す
（
申
し
込
み
は
不
要
）。

▽
日
時　

会
期
中
の
毎
週
土
・
日

　
曜
日
、
祝
日　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
参
加
費　
上
記
の
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
森
陶
岳
氏
が
「
古
備
前
」
の
神

髄
を
追
求
す
べ
く
取
り
組
ん
だ
、

全
長
85
㍍
の
大
窯
作
品
と
大
窯
が

特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。
大
窯
見
学

会
に
は
、
予
約
と
作
品
展
観
覧
料

が
必
要
で
す
。

▽
作
品
展
開
催
期
間　
９
月
３
日

　
（
土
）
〜
10
月
23
日
（
日
）

※
大
窯
見
学
会
は
会
期
中
の
毎
週

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
前
10

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
７
日
間
の

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
に
合
わ
せ
て
、
電
話
相
談
時
間

の
延
長
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
い
じ

め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
事
案
な
ど

が
あ
れ
ば
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁

護
委
員
、
法
務
局
職
員
が
担
当
し

ま
す
。

▽
日
時

　
９
月
５
日
（
月
）
〜
11
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜

　
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
平
日

　
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
15
分
ま
で
電
話
相
談
を
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

（
通
話
料
有
料
）

相

　
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、
午
後
３

　
時
〜
（
１
日
に
３
回
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　
日
は
除
く
）、
祝
日
の
翌
日

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
作
品
展
観
覧
料　
一
般
４
０
０

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
大
窯
見
学
会
の
定
員　
各
回
30
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　
片
山
惠
美
子
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
７
月
１
日
付
け
で
山
本
正ま

さ

顯あ
き

氏
（
牛
窓
町
牛
窓
）
が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

人
権
に
関
す
る
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
毎
月「
な
や
み
ご
と
相
談
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

相
　
　
談

問
予
問

  

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

  
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

  
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　

10
月
１
日
（
土
）
は
美
術
館

の
開
館
記
念
日
の
た
め
、
瀬
戸

内
市
民
は
、
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
の
観
覧
料
が
無
料
で
す
。
免

許
証
な
ど
、
市
民
と
分
か
る
も

の
を
受
付
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

９
月
19
日
（
月
・
祝
）
は
「
敬

老
の
日
」
の
た
め
、
65
歳
以
上

の
人
は
、
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

と
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
入

館
・
観
覧
料
が
無
料
で
す
。
シ

ル
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど
、

年
齢
の
証
明
に
な
る
も
の
を
受

付
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
申

  

森
陶
岳  

大
窯
作
品
展
と

  

大
窯
見
学
会


